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(3) 資金計 画

⑨ 機械の選定ができたら､そ6)導入資金の調達方法

を相談しなければならない｡必額に応じて､各種の融資

制度の活用をも考える｡

ただし､融資を受けようとするときは､その償還jj一件

につV,ても具体的な見通しをあらかじめ立ててお くこと

が大切である｡

(4) 運 営計 画

⑩ 機械の導入計画がはっきりできたら､それをどう

利用するかにつV,ても計画をたてる｡運転手やその補助

者には誰を当て､どうV,う待遇をするか､保管の場所･
設備をどうするか､利用の順序をどういう基準で決める

か､また､機械を中心に人力と組み作業をしなければな

らない場合 (甘藷の掘耽りなど)は､労働力の出役をど

う各戸に割り当てるかなどがその内容になる｡

このような4つの.段階の計画が､決してスラスラ進む

とは限らない｡知識の足りなV,分を普及所員などに応援

してもらわねばならなV,こともあろうし､仲間の意見の

調整に何日もかかることもあろう｡また､ある段階の計

画をたててV,るうちに､前の計画をねり直さなければな

らなくなることもあろう｡ことに､世の中では､先立つ

ものが何とやらで､多 くの場合､計画の決定に最も大き

くUiび くのは資金の問題である｡資金次第で,機械の選

定も次善､三善の策をとらざるをえない場合もあろう｡

しかし､経済的な問題は別にゆずって､ここでは､機械

に期待される作業量から機械を選ぶ技利相勺な手順に限っ

て述べることにする｡

トラ クター の 大 きさ

トラクタ-の大きさを決めるには､普通は､一番_)]を

食う仕事に間に合うものを求めるから､もっと荷の嵯V,

作業に使用するときはなるべ く不経済にならないように

工夫する よりしかたが ない.大きい トラクター程､労

働費節約の効果は高いが､反面､購入と維持の費用がか

さんで くる｡一般的には､-馬力当た りの値段が安いほ

ど､また･労働水準が高V,ほど､大きV,トラクタ-の方が

経済的になる｡

(4 )

トラクターの大きさを決定する場合､考慮しなければ

ならなV,条件としては､V,ろいろ考えられるが､む1旬>

Lvl確論的な問題はさておき､一般に用いられている簡

便- H･Pと 0046hANfe

の式で求められる｡

Hp:トラクタ-のLH.力､ A‥耕うん両横､f:けんV,ん

力係数(ポットム7oラウで1,350)､ h.･1日の僻渠時間､

N.･偶 感期間､ e:偉業効率

たとえば､耕うんすべき面積を40ha､htLL-8日fJ聞､N

を15日､eを06とし､fを1,350とすれば

HPと 0046×8ixOIX51漂 3≡ 345

となり､ トラクタ-は少なくとも345馬力の出ノJを必賓

とすることになる｡

このように､-･番荷の頭V,作業で､しか も適既の制約

がきびLv,侭業を前提にして､｣.の式で必安な トラクタ

ーの大きさを求めることができる｡

■ トラ クター の形 式 ･構 造

大きさの目安かつV,ても､いろいろな トラクターのrP

から適当なIIJf式､構造を選びEErr,すのが､またUゝと仕車で

ある｡

･X･形式を決める目安

中也の･汎用 トラクタ-は､吾,t由一番経済的である｡大

仰の車輪 トラクターは-L･の軽い大農場で耕うんから収穫

まで使うならば鐸折一肌な場合もあるが､有効出力当たり

の増用がかさみ易い｡-A)Jあまり小さV,トラクターは､

仕事の出来高の調合に逆転経費が高くつ く慣向がある｡

装軌 トラクターは､どの穂類でも､買うにも､使うに

も終鞍が高くっ くが､ このrF.池は重い土では恕射′卜でも

作業出来るので値段が高くても引き合う｡しかし45-50

馬力ディ-ゼル機関付き中型装軌 トラクタ-は､同じ程

度の機関付き市輪塾の約2倍の値段であり､年間1000時

間利用の場合D運転経饗も車輪塾の2倍ぐらいである｡



これは主として無限軌道の故障修理費が高V,からであ

る｡利用の実態から見ても､装軌塾蛾車輪型よりも､季

節的に利用時間の偏差が大きい｡また､運搬作業には向

かなV,｡ これらの点から考えた場合､押紙では､中型の

車輪型 トラクタ-が最も無難であるが､傾斜地の多い北

部の山地開発などでは､30-35馬力程度の装軌塾 トラク

タ-の方が効率は高いと考えられる｡

■ 作 業 機 の 選 び 方

耕うん用件業機は､作業徴のなかでいわば一番基本的

なものであるが､それを選ぶ似合の考え方は､本質的に

は他の作業機にも通ずるOつまり節-の原則は､-一定期

間に必輩な作業をやりとげることがLH,来るかどうかとV,

う作業の出の問題であり､節二の原川は､目的にそうよ

うな結果が得られるかどうかという作業の質の問題であ

る｡作業機の大きさは､主として第-の原則から決まり

形式は主に第二の原則から決まる｡しかし､この二つは

決して切りはなされたものではなく.それぞれ耳V,に開

通し合ってV,る｡

(1) 作製横の大きさ

経済的な立場か らV,えは､作業機は､生産の費用がな

るべ く少なくてすみ､そして粗収益か多く､そして純収

益 (利益)かなるべ くた くさん上かるような寸法のもの

を選ぶ必要かある.第1図はその間係を模式的に釆わし

たものである｡つまり､作業機の寸法が大きくなるにつ

れて､その伯段は高 くなるか､能率が上がって労賃支出

がへるから費用はだんだん少なくなる.しか し､大きく

なりすき恥は､そのわりに能率75'.上がらなくなるから､

作Xf･機の帖 ー

a-1図 作米機の帳と総捕性とのl'iSJ佑

(5)

費用はかえってふえる｡そこで費用の曲線はU字形にな

る｡一方､粗収益 (収入)は寸法が大きくなるにつれて

適期作業がやりやすくなり､収量がふえるから､収入の

曲線は上向きになる｡しかし､適期作業による増収はあ

る限界があるから､ある程度以上に大きV,件業機を依っ

ても､その割に増収せず､収入曲線の と昇傾向がおとろ

えてくる｡

そこで､収入から費用を引V,た換りの利益の曲線は､

図のような形を示すことになる｡この曲線が最高に達す

るような寸法の作業機を選べばよV,ことになるが､収入

曲線の形からみて､もしビックリした寸法の作業機か得

られないときは､小さ目の機械よりも大き円の機械を選

んだ方が トクであることがわかる｡

(2) 作巣横の形式

けん引式の作業機に比べて､碑装式のものがまさる何

よりの点は､操作が楽になったことである｡直装式のお

かげで､初心者でも大てV,2-3時間の訓練で仕事にな

れることカできるようになる. これは､単に旋回のとき

に7oラウか引き揚げられるためはか りでなく､油圧装置

をがV,かな条件でも確実に作用するからである｡非常に

粘り気の敬V,耕地で､装軌型 トラクタ-で70ラウをけん

引すると､プラウの地輪､れき輪が滑った り､プラウ揚

げる操作力'.うまくV,かなくて､作業がたえず困難になる

ようなところでも､直装型プラウは､ トラクターに鉄率

輪をはかせれば作業ができることもある｡

油圧.'制御装FL登のもう一つの大きな利点は､ トラクター

の沈みそうな湿地にぶつかったときに､ トラクターがそ

こから脱け出し易V,とV,うことである.

国産の10-18馬力程度の トラクタ-は､和傘をつける

ことがある｡和勲はプラウに比べて､土の反瞭性能は劣

るが､起した土の砕けがよV,利点がある｡ただ､もとも

と笥力用の作業擬として､かなりの手かげんとコツのV,

る構造が守られてきたため､これをそのまま トラクタ-

に碑装すると､わずらわしい調節か必要になる｡そこで

最近は､プラウの構造の長所をとり入れ､安定のよV,ト

ラクター用プラウが件られるようになった.同じ耕幅し

耕漢であれば､ふつうは和邸の方がプラウよりけん引抵

抗が小さvlから､国産機のような小出力の トラクタ-に

は向V,てV､るとV､える.

以上､ トラクタ-､作業機の選び方につV,て概要を述

べたが､実際に当っては､更に土性､栽培件物等､多く

の要素につV,て考慮しなければならなV,が､V,ずれにし

ても､購入機啓の選定に際して､あらゆる角度から検討

して､最も適正なものを蓮ぶための努力を惜しんではな

らなvl.不明の点は､普及所員に聞くなり､或は政府､

学校の担当者に教示を願うことも大切である｡

(泉 裕 巳)


